
 

 
学習者編（タブレット／スマホを使う場合）  

スマートフォンやタブレットを使用する場合でも、PCと同様にブラウザか

ら利用できますが、アプリをダウンロードして利用することもできます。 
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CaLabo Languageを利用する 
 
CaLabo Language用アプリを利用して、タブレットやスマートフォンで学習を

行います。 

 
iOS の場合は、App Storeから、Android の場合は Play ストアから「CaLabo 

Language」でアプリを検索します。 

「CaLabo Language 2」というアプリケーションをダウンロードしてくださ

い。 

 

アプリの設定をする 

アプリの表示言語や接続先サーバを設定します。 

 

1. アプリを開いたら、画面右上の をタップします。 

 

 
 
設定画面が表示されます。 

 
 

2. CaLabo Language アプリの設定を行います。 



 

 - 3 - 

 

 
必ず「接続先サーバー」の設定を行ってください。 
アドレス情報がすでに入っていますが、下記のアドレスに上書きをします。 

 

中学校のユーザー：https://chiba-middleen.com/ 
 

高等学校のユーザー：https://chiba-highen.com/ 
 
を入力します。 

 

⚫ 表示言語：アプリの言語を日本語（かな／カナ）または英語に切り替え

ます。 

⚫ 接続先サーバ：接続先サーバを設定します。 
⚫ 学習履歴の自動アップロード：学習履歴を自動アップロードするかどう

かを切り替えます。 

⚫ バージョン：アプリのバージョンが表示されます。 

 

 通常、接続先サーバは初回設定後、変更する必要はありません。（最初

の 1 回だけ行う作業です。）接続先サーバを間違って設定すると、

CaLabo Language システムにアクセスできなくなりますので、むやみに

変更しないでください。 

 

3. 設定を変更したら、［戻る］をタップします。 
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CaLabo Languageにログインする 

CaLabo Language システムを利用するには、アプリを起動して CaLabo 

Languageにログインします。 

1. アプリを起動し、CaLabo Languageのログイン画面が表示されます。 

2. 自分のアカウントのログイン IDとパスワードを入力し、［ログイン］をタ

ップします。 

 

CaLabo Language へのログインが成功すると、コース選択画面が表示されます。 

・ CaLabo Language システムを利用するには、自分専用のアカウントを発

行してもらう必要があります。詳しくは、システム管理者にお問い合わ

せください。 

・ ログイン ID またはパスワードが間違っていると、「ログイン ID または

パスワー ドが間違っています。」と表示されます。［OK］をタップし

て、正しいログイン ID とパスワードを入力し直してください。 

・CaLabo Language システムからログアウトするには、画面右上の    を

タップし、［ログアウト］をタップします。 

・［パスワードを記憶する］にチェックを付けてログインすると、次回ア

プリを起動したときに、自動的にログインします。ただし、手動でログ

アウトした場合は、ログイン ID とパスワードを入力する必要がありま

す。 
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アプリのメニュー構成 
 
CaLabo Language にログインすると、メニューが表示されます。各メニュ

ーをタップして画面を切り替えます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番号 項目名 説明 

① 設定 設定を開いたり、ログアウトをしたりすることができます。 

② 発音記号を確認

する 

（音素解説） 

母音や子音ごとに、発音の方法の解説を読んで確認し、音を聞くこ

とができます。「音素解説」（P.6）を参照してください。 

③ 発音練習を始め

る 

（学習） 

タップするとコースが表示され、各コースに登録されている教材を

学習することができます。 

 
プレゼントレーニング 

：学習者自身で登録した教材を学習することができます。「プレゼ

ントレーニングをする」（P.31）を参照してください。 

 
プリインストール 

：あらかじめ登録されている教材を学習することができます。 

 
教材配信サービス 

：英語ニュース教材『ABLish』の教材で学習することができます。

※英語ニュース教材『ABLish』と連携している場合にのみ表示され

ます。 

④ プレゼントレー

ニングの管理 

プレゼントレーニングのカテゴリ追加・削除・編集、教材登録・削

除・編集をすることができます。 

 
 
 
 

① 

② 

③ 

④ 



音素解説  

 - 6 - 

音素解説 
 
音素解説では発音方法を文章や画像、音声、動画で説明し、発音練習の参考と

して利用できます。 

 
 

音素解説 

1. メニュー画面で［発音記号を確認する］をタップします。 

 

2. 音素一覧の中から解説を見たい音素記号をタップします。 

 

音素解説画面が表示されます。 

 

3. 音素解説の詳細を確認することができます。タップすることで音声や動画の
再生をすることができます。 
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音声・動画の再生個所は以下の通りになります。 

       

     

 
番号 項目名 説明 

①  発音記号 発音記号をタップすると解説音声を聞くことができます。［前へ］

ボタンをタップすると前の音素、［次へ］ボタンをタップすると次

の音素へページ移動ができます。 

②  側面（舌の動き） タップすると動画が再生されます。 

③  前面（口の動き） タップすると動画が再生されます。 

④  ３ステップ発声法 タップすると解説音声を聞くことができます。 

⑤  【音素・発音記

号】読み 

タップすると音声が再生されます。 

⑥  【音素・子音＋母

音】読み 

タップすると音声が再生されます。 

⑦  単語音読練習 タップするとそれぞれ音読音声が再生されます。 

⑧  暗記用例文＋短文

音読練習 

タップすると音声が再生されます。 

⑨  音読読み（＆リエ

ゾン）練習 

タップすると音声が再生されます。 

 

①  ② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 
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教材を準備する 

 
タブレットやスマートフォンで学習するには、アプリに教材をダウンロードし

ます。学習後、不要になった教材は削除できます。 
 

教材をダウンロードする 

教材をダウンロードするには、コース、教材カテゴリ、および教材を選択しま

す。ダウンロードした教材は、インターネットに接続していない環境（オフラ

イン）でも利用できます。 

1. ［発音練習を始める］を選択します。 

            

登録されているコースが表示されます。 

2. コースを選択します。 

 

3. 学習する教材カテゴリをタップします。 
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登録されている教材が一覧表示されます。 

4. 学習する教材をタップします。 

 

教材のダウンロードが開始され、ダウンロード完了後に教材画面が表示されます。 
 

 既にダウンロードが完了している教材には   が表示されています。 

 教材をダウンロードするときに電源 OFF やホームボタンを操作すると、

メッセージが表示され、ダウンロードできない場合があります。 
 
 
ダウンロードが終了すると自動で教材が開き、学習ができる状態になります。学習

の詳細については「単語・文章の発音トレーニングをする」－「学習する」

（P.15）「シャドーイングする」－「学習する」（P.25）を参照してください。 
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 教材カテゴリに戻るには、画面左上の    をタップするか、画面左端

を右スワイプして戻ります。 
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教材を削除する 

ダウンロードした教材をアプリから削除します。 

1. 削除したい教材が登録されている教材カテゴリをタップして教材一覧を表示
します。 

2. 削除したい教材の    をタップします。 

 

 
教材が削除され、   が    に変わります。 

 

 ストレージ空き容量が不足している場合、学習を終えた教材は削除する

ことができます。アプリから教材を削除しても、サーバからは削除され

ません。 
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発音練習を始める 
 
コースから学習したい教材を選択して学習を開始します。ダウンロード済みの

教材はオフラインでも学習することができます 

教材を開く 

発音トレーニングを行う教材を開きます。 

教材を開く 

1. ［発音練習を始める］をタップします。 

 

登録されているコースが表示されます。 

2. コースを選択します。 

 

3. 学習する教材カテゴリをタップします。 
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登録されている教材が一覧表示されます。 

4. 学習する教材をタップします。 

 

 

 教材のアイコンは  単語トレーニング、  文章トレーニング、  

シャドーイングを表しています。 

 
    発音トレーニング画面が表示されます。 
 
 
                 
 
 
  

【単語】 【文章】 【シャドーイング】 
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単語・文章の発音トレーニングをする 
 
ダウンロードした「発音（単語）」「発音（文章）」の教材をタップすると、

発音トレーニングをすることができます。 

発音トレーニングでは機械による分析結果を確認することができます。また、

自分の音声を録音して提出し、先生からフィードバックを受けることができま

す。 

発音トレーニング画面について 

 

 

番号 項目名 説明 

① ［戻る］ボタン 学習を終了して、教材一覧画面に戻ります。 

② 教材名 教材名が表示されます。 

③ 教材タブ／原文タ

ブ 

教材画面と原文画面を切り替えます。 

教材画面では音声の教材音声の波形を確認することができます。 

原文画面では教材の原文が表示されます。ただし、先生側で教材の

登録時に原文を［表示しない］に設定している場合は、原文は表示

されません。 

④ 教材情報 音声の再生時間や波形など、教材の情報が表示されます。横にスク

ロールして表示範囲の移動ができます。 

⑤ 再生設定ボタン 音声の声質や再生速度、再生位置を設定できます。詳細について

は、「音声の再生方法を設定するには」（P.15）を参照してくださ

い。 

⑥ 履歴一覧ボタン 選択した教材の学習履歴が表示されます。詳細については、「学習

履歴を確認する」（P.20）を参照してください。 

⑦ 音声再生パネル 教材の音声を再生します。詳細については、「リスニング練習」

（P.15）を参照してください。 

⑧ 録音ボタン 学習者の音声を録音します。詳細については、「発音練習」（P.16）

を参照してください。 

 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

① 

⑦ 

⑧ 
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学習する 

発音トレーニングでは、以下の学習ができます。 

リスニング練習 

教材の音声を繰り返し再生します。 

 音声の再生速度や再生位置を変更することができます。詳細について

は、「音声の再生方法を設定するには」（P.15）を参照してください。 
 
 
 

 

 

番号 項目名 説明 

① 再生位置 音声の再生位置が表示されます。 

② 巻き戻し 音声位置を 2秒戻します。 

③ 再生 をタップすると音声が再生されます。   をタップすると再生 

を停止します。 

④ 早送り 音声位置を 2秒進めます。 

 再生を停止するには  をタップします。電源 OFF またはホームボタン

でアプリを終了すると、再生は停止されますが、ロック解除またはアプ

リ起動時に、続きが再生されることがあります。 

音声の再生方法を設定するには 

 をタップすると、音声の再生方法を設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
番号 項目名 説明 

① 再生音声の性別 男声と女声を切り替えます。 

② 再生時間 音声の再生を開始／終了する位置を指定します。 

③ 再生速度 音声の再生速度を 50%、75%、90%、100%、110%、120%から選

択します。 

再生速度は数値が小さいほど遅く、数値が大きいほど速くなります。 

 
 
 

② 

① 

③ ④ 

① 

② 

③ 
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発音練習 

発音を録音し、機械による分析結果を確認することができます。 

1.  をタップします。 

 

録音ボタンが  になり録音が開始されます 

 発音トレーニングでは録音ボタンを押しても教材音声は再生されませ

ん。 

2. 教材と同じ内容を発話します。 
タブレットやスマートフォンのマイクに向かって発話します。 

3. 発話が終わったら  をタップします。 

 

録音結果が表示されます 

 発音トレーニングでは録音ボタンを押しても教材音声は再生されませ

ん。 
 

 録音を停止するには  をタップします。電源 OFF またはホームボタン

でアプリを終了すると、録音は停止されますが、ロック解除またはアプ

リ起動時に、教材の続きが再生されることがあります。 
 
 
 

4. 録音結果を確認します。「発音」「イントネーション」「アクセント」、
「タイミング」の各タブをタップすることで、それぞれの詳細判定内容を確

認できます。 

をタップすると、録音した音声が再生されます。 
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・音声を録音し直す場合は、  をタップして手順 1 からやり直してくだ

さい。 

・インターネットに接続していない環境（オフライン）で録音した場合、

録音データは一時的にタブレットやスマートフォンに保存され、判定は

表示されません。インターネットに接続し、未送信データを送信すると

判定の確認をすることができます。 

5. 提出する必要がある場合、［提出］ボタンをタップします。 

 

録音した音声が提出され、学習画面に戻ります。 
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・録音データは学習履歴として残るため、すぐに提出せずに、後から提出

することもできます。後から提出する場合は、学習履歴の一覧画面から

提出するデータをタップし、［提出］をタップしてください。 

学習履歴の詳細については、「学習履歴を確認する」（P.20）を参照し

てください。 

・インターネットに接続していない環境（オフライン）で録音した場合、

インターネットに接続できる環境で音声を提出する必要があります。詳

細については、「未送信データの管理」（P.46）を参照してください。 

 インターネットに接続していない環境（オフライン）で録音し、まだ録

音を提出していない場合、ダウンロードした教材を削除しないでくださ

い。削除すると、提出の操作ができなくなります。 
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学習履歴画面について 

            
 

番号 項目名 説明 

①  ［戻る］ボタン 履歴一覧画面に戻ります。 

②  教材名 教材名が表示されます。 

③  評価項目タブ 評価画面を切り替えます。 

④  評価情報 総合評価、発音、イントネーション、アクセント、タイミングの判

定が表示されます。表示画面の変更は評価タブのタップか横にスワ

イプして変更できます。横にスクロールして表示範囲の移動ができ

ます。 

⑤  音声再生パネル 教材の音声を再生します。詳細については、「リスニング練習」

（P.15）を参照してください。 

⑥  提出ボタン 録音音声を提出します。 

 
 
 
 
 
 

①  

② 

 

③ 

④ 

⑤  

⑥  
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学習履歴を確認する 

録音した音声は学習履歴として保存されます。学習履歴では学習日時や録音時

間を確認できます。先生からフィードバックがある場合は、コメントを確認す

ることもできます。 

1. 学習画面で［履歴一覧］をタップします。 

 

学習履歴一覧が表示されます。 

1. 学習履歴を確認します。 
 

                   
  
提出した学習履歴は   と表示されます。 

先生からのフィードバックがある場合は、   をタップするとコメントを確認で

きます。 

2. 学習履歴の詳細を確認したい場合は、対象の学習履歴をタップします。 
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学習履歴の詳細画面が表示されます。 

3. 学習履歴の詳細を確認します。「発音」「イントネーション」「アクセン
ト」「タイミング」の詳細判定を切り替えて確認することができます。 

 
上側に教材音声、録音した音声が表示されます。 
 

をタップすると、録音した音声が再生されます。 

 

 
 

発音評価画面 
 

・上部には教材音声と録音した音声

の波形が表示されます。 

・教材が単語の場合は、下部に発音

記号ごとの発音の点数が表示され

ます。教材がセンテンスの場合

は、下部に単語ごとの発音の点数

が表示されます。 
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イントネーション評価画面 
 

・上部には教材音声と録音した音声

の音の高低がグラフで表示されま

す。教材が単語の場合、グラフの

縦線は音の境界を表しています。

教材がセンテンスの場合、グラフ

の縦線は単語の境界を表していま

す。 

・下部に単語ごとのイントネーショ

ンの点数が表示されます。 

アクセント評価画面 
 

・上部には教材音声と録音した音声

の音の強弱がグラフで表示されま

す。教材が単語の場合、グラフの

縦線は音の境界を表しています。

教材がセンテンスの場合、グラフ

の縦線は単語の境界を表していま

す。 

・下部に単語ごとのアクセントの点

数が表示されます。 
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4. ［提出］ボタンをタップすると録音した音声を提出することができます。 

   

  既に提出した音声がある場合、最後に［提出］操作した音声が「提出済

み」として扱われます。 
 
 
 
  

タイミング評価画面 
 

・上部には教材音声と録音した音声

の音の長さがグラフで表示されま

す。教材が単語の場合、グラフの

縦線は音の境界を表しています。

教材がセンテンスの場合、グラフ

の縦線は単語の境界を表していま

す。 

・下部に単語ごとのタイミングの点

数が表示されます。 
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シャドーイングする  
 
ダウンロードしたシャドーイング教材をタップすると、シャドーイング学習が

できます。 

シャドーイングとは、教材の音声を再生しながらできるだけ正確に再現して、

スピーキング練習をする学習方法です。自分の音声を録音して提出し、先生か

らフィードバックを受けることができます。 

シャドーイング学習画面について 

 

 

番号 項目名 説明 

① ［戻る］ボタン 学習を終了して、教材一覧画面に戻ります。 

② 教材名 教材名が表示されます。 

③ 教材タブ／原文タ

ブ 

学習画面と原文画面を切り替えます。 

学習画面ではシャドーイング学習を行います。 

原文画面では教材の原文が表示されます。ただし、先生側で教材の

登録時に原文を［表示しない］に設定している場合は、原文は表示

されません。 

④ 教材情報 音声の再生時間や波形など、教材の情報が表示されます。 

⑤ 再生設定ボタン 音声の声質や再生速度、再生位置を設定できます。詳細について

は、「音声の再生方法を設定するには」（P.25）を参照してくださ

い。 

⑥ 学習履歴ボタン 選択した教材の学習履歴が表示されます。詳細については、「学習

履歴を確認する」（P.29）を参照してください。 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

① 

⑦ 

⑧ 
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⑦ 音声再生パネル 教材の音声を再生します。詳細については、「リスニング練習」

（P.25）を参照してください。 

⑧ 録音ボタン 学習者の音声を録音します。詳細については、「シャドーイング練

習」（P.26）を参照してください。 

 

 

学習する 

シャドーイング学習画面では、以下の学習ができます。 

リスニング練習 

教材の音声を繰り返し再生します。 

 音声の再生速度や再生位置を変更することができます。詳細について

は、「音声の再生方法を設定するには」（P.25）を参照してください。 

 
 
 
 

 

 

番号 項目名 説明 

① 再生位置 音声の再生位置が表示されます。 

② 巻き戻し 音声位置を 2秒戻します。 

③ 再生 をタップすると音声が再生されます。   をタップすると再生 

を停止します。 

④ 早送り 音声位置を 2秒進めます。 

 再生を停止するには  をタップします。電源 OFF またはホームボタン

でアプリを終了すると、再生は停止されますが、ロック解除またはアプ

リ起動時に、続きが再生されることがあります。 

音声の再生方法を設定するには 

 をタップすると、音声の再生方法を設定できます。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
番号 項目名 説明 

① 再生音声の

性別 

男声と女声を切り替えます。 

② 再生時間 音声の再生を開始／終了する位置を指定します。 

① 

② 

③ 

② 

① 

③ 
④ 
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③ 再生速度 音声の再生速度を 50%、75%、90%、100%、110%、120%から選択し

ます。 

再生速度は数値が小さいほど遅く、数値が大きいほど速くなります。 

 

シャドーイング練習 

教材の音声を再生しながら発話し、その内容を録音します。 

 音声を録音するときは、イヤホンを使用してください。イヤホンを使用

しないと、再生中の教材音声が一緒に録音され、正しい波形が表示され

ません。 

1.  をタップします。 

 

教材の音声が自動的に再生されます。 

 音声の再生速度や再生位置を変更することができます。詳細について

は、「音声の再生方法を設定するには」（P.25）を参照してください。 

2. 教材と同じ内容を発話します。 
タブレットやスマートフォンのマイクに向かって、聞こえてくる音声をそのまま発

話します。 

3. シャドーイングの場合、教材音声の再生が終わると録音も自動で停止されま
す。途中で録音を止めるには  をタップします。 
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学習履歴画面が表示されます。 

 録音中に電源 OFF またはホームボタンでアプリを終了すると、録音は停

止されますが、ロック解除またはアプリ起動時に、教材の続きが再生さ

れることがあります。 

4. 録音データを確認します。 

上側に教材音声の波形、下側に録音した音声の波形が表示されます。  をタップ

すると、録音した音声が再生されます。 

 

・音声を録音し直す場合は、［戻る］をタップして手順 1 からやり直して

ください。 

・インターネットに接続していない環境（オフライン）で録音した場合、

録音データは一時的にタブレットやスマートフォンに保存され、音声の

波形は表示されません。 

5. 必要があれば［提出］ボタンをタップします。 
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録音した音声が提出され、学習画面に戻ります。 

・録音データは学習履歴として残るため、すぐに提出せずに、後から提出

することもできます。後から提出する場合は、学習履歴の一覧画面から

提出するデータをタップし、［提出］をタップしてください。 

学習履歴の詳細については、「学習履歴を確認する」（P.29）を参照し

てください。 

・インターネットに接続していない環境（オフライン）で録音した場合、

インターネットに接続できる環境で音声を提出する必要があります。詳

細については、「未送信データの管理」（P.46）を参照してください。 

 インターネットに接続していない環境（オフライン）で録音し、まだ録

音を提出していない場合、ダウンロードした教材を削除しないでくださ

い。削除すると、提出の操作ができなくなります。 
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学習履歴を確認する 

録音した音声は学習履歴として保存されます。学習履歴では学習日時や録音時

間を確認できます。先生からフィードバックがある場合は、コメントを確認す

ることもできます。 

1. 学習画面で［履歴一覧］をタップします。 

 

学習履歴一覧が表示されます。 

2. 学習履歴を確認します。 
 

                  
  
提出した学習履歴は「提出済み」と表示されます。 

先生からのフィードバックがある場合は、   をタップするとコメントを確認で

きます。 
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3. 学習履歴の詳細を確認したい場合は、対象の学習履歴をタップします。 

 

 
学習履歴の詳細画面が表示されます。 

4. 学習履歴の詳細を確認します。 
上側に教材音声の波形、下側に録音した音声の波形が表示されます。 

をタップすると、録音した音声が再生されます。 

［提出］をタップすると、録音した音声が提出されます。 

 

  既に提出した音声がある場合、最後に［提出］操作した音声が「提出済

み」として扱われます。 
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プレゼントレーニングをする  
 
英語で発表練習をするための教材を、学習者自身が追加、変更、削除できま

す。教材は、トレーニング内容に応じて教材カテゴリに分類して管理します。

教材カテゴリは自由に編集できます。 

カテゴリを作成する 

プレゼントレーニングにカテゴリを作成し、教材を登録することができます。 

 プレゼントレーニングにカテゴリがない場合には教材が登録できませ

ん。まず最初にカテゴリを追加する必要があります。 

1. ［プレゼントレーニングの管理］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼントレーニングの管理画面が表示されます。 

2. 画面右上の  をタップし、［カテゴリ―追加］をタップします。 
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3. カテゴリ―追加画面でカテゴリ名を入力し、［OK］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼントレーニングにカテゴリが追加されます。 
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カテゴリ名を編集する 

プレゼントレーニングにカテゴリを作成し、教材を登録することができます。 

 プレゼントレーニングにカテゴリがない場合には教材が登録できませ

ん。まず最初にカテゴリを追加する必要があります。 

1. ［プレゼントレーニングの管理］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼントレーニングの管理画面が表示されます。 

2. 編集したいカテゴリをタップします。 
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3. 画面右上の  をタップし、［カテゴリ―編集］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 名前を入力し、［OK］をタップします。 

 

 

 

 

カテゴリ名が変更されます。 
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カテゴリを削除する 

プレゼントレーニングにカテゴリを削除することができます。 

 カテゴリ内に教材が登録されている場合、カテゴリが削除できません。

先に教材を削除する必要があります。 

1. ［プレゼントレーニングの管理］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼントレーニングの管理画面が表示されます。 

2. 削除したいカテゴリをタップします。 
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3. 画面右上の  をタップし、［カテゴリ―削除］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリ削除の確認が表示されます。 

4. ［OK］をタップします。 

 

 

 

 

選択したカテゴリが削除されます。 
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教材を登録する 

「発音（単語）」「発音（文章）」「シャドーイング」の教材を自分で作成し、カ

テゴリに登録することができます。 

1. ［プレゼントレーニングの管理］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼントレーニングの管理画面が表示されます。 

2. 教材を登録したいカテゴリをタップします。 
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3. 画面右上の  をタップし、［教材追加］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材追加画面が表示されます。 

 

4. 教材の情報を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 - 39 - 

項目名 説明 

教材名* 教材の名称を入力します。 

教材タイプ* 教材タイプを次の 3種類から選択します。 

・ シャドーイング 

 シャドーイング教材の場合に選択します。学習者は、音声の再生と録音

ができます。 

・ 発音（単語） 

・ 発音（文章） 

 「単語」または「文章」の発音トレーニング教材の場合に選択します。

学習者は音声の再生と録音ができ、学習者の録音音声は自動解析され、

発音やイントネーション等の評価を確認することができます。 

 2語以上の場合は「文章」を指定します。 

 再生時間が 10秒を越える教材は登録できません。 

再生音声の性別 再生音声の性別を指定します。 

原文* 音声ファイルの原文を入力します。半角文字のみ有効です。 

教材タイプがシャドーイングの場合、5000文字まで登録できます。 

欄外に、文字数と単語数が表示されます。 

訳文 原文の訳を入力します。 

説明 教材の説明を入力します。 

原文表示 学習者に原文を表示するかどうかを指定します。 

  *は入力必須の項目です。 

 
 
 
 

5. 教材の情報を入力したら、［実行］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

教材追加の確認が表示されます。 

6. ［OK］をタップします。 

教材が追加されます。 
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作成した教材を編集する 

プレゼントレーニングで作成した教材を編集することができます。 

1. ［プレゼントレーニングの管理］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼントレーニングの管理画面が表示されます。 

2. 編集したい教材が登録されているカテゴリをタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 編集したい教材をタップします。 

教材編集画面が表示されます。 
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4. 適宜編集箇所を編集します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 編集が完了したら［登録］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材編集画面が表示されます。 
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教材を削除する 

プレゼントレーニングで作成した教材を削除することができます。 

1. ［プレゼントレーニングの管理］をタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレゼントレーニングの管理画面が表示されます。 

2. 削除したい教材が登録されているカテゴリをタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 削除したい教材をタップします。 

教材編集画面が表示されます。 
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4. ［削除］ボタンをタップします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択した教材が削除されます。 
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プレゼントレーニングに登録した教材を学習する 

自分で作成した教材を学習することができます。オフライン環境で学習するには、

あらかじめ教材をダウンロードしておく必要があります。詳細については「教材を

ダウンロードする」（P.8）を参照してください。 

1. ［発音練習を始める］をタップします。 

 

登録されているコースが表示されます。 

2. ［プレゼントレーニング］をタップします。 

 

3. 学習する教材カテゴリをタップします。 

 
 

登録されている教材が一覧表示されます。 
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4. 学習する教材をタップします。 

 

 
    発音トレーニング画面が表示されます。 
 

 教材のアイコンは  単語トレーニング、  文章トレーニング、  

シャドーイングを表しています。 

 学習の方法については「単語・文章の発音トレーニングをする」

（P.14）「シャドーイングする」（P.24）を参照してください。 
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未送信データの管理 
 
インターネットに接続していない環境（オフライン）で録音した音声データ

を、送信、削除できます。未送信データをサーバに送信することで波形グラフ

を表示させることができます。 

オフラインで録音した音声を一斉送信する 

 

インターネットに接続していない環境（オフライン）で録音した音声データ

は、一時的にタブレットやスマートフォンに保存されます。その場合、波形グ

ラフは表示されません。波形グラフや評価を表示するには、未送信データをサ

ーバに送信する必要があります。 

また保存された音声データを提出する必要がある場合、インターネットに接続

できる環境で音声データをサーバに送信（アップロード）した後、学習履歴の

詳細画面から提出の操作を行います。 

1. 画面右上の    をタップして［設定］をタップします。 

 

2. ［未送信データの管理］をタップします。 

       
未送信データの一覧が表示されます。 
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3. 画面右上の     をタップして［OK］をタップします。 

               
すべての未送信音声データがサーバに送信され、学習履歴として保存されます。 

 

4. 提出が必要な場合には、学習履歴の詳細画面で［提出］をタップして、音声
データを提出します。 

 
学習履歴の詳細については、「学習履歴を確認する」（P.20）を参照してくださ

い。 

 

オフラインで録音した音声を個別で送信する 

 

1. 画面右上の    をタップして［設定］をタップします。 
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2. ［未送信データの管理］をタップします。 

       
未送信データの一覧が表示されます。 

 

3. 送信したい未送信データをタップします。 

               

 
未送信データの詳細が表示されます。 

 

4. 画面右上の   をタップし、［未送信データの送信］をタップします。 
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未送信データが送信されます。 

 

  未送信データの   をタップすると録音音声を確認することができま

す。 
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未送信データを削除する 

 

1. 画面右上の    をタップして［設定］をタップします。 

 

 

2. ［未送信データの管理］をタップします。 

       
未送信データの一覧が表示されます。 
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3. 削除したい未送信データの   をタップします。 

               

 
未送信データが削除されます。 

 
 



 

 

CHIeruサポートについて 
 

下記サポートセンターまでお問い合わせください。 

 

URL http://technical.chieru.co.jp/ 
E-Mail support@chieru.co.jp 
TEL 03-5781-8110 
FAX 03-6712-9461 
 

【受付時間】 

午前 10時～正午、午後 1時～午後 5時 

土曜日、日曜日、祝祭日および弊社指定休日は休業させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

■本      社 〒140-0002 東京都品川区東品川 2-2-24 天王洲セントラルタワー3F 

TEL: (03)6712-9721   FAX: (03)6712-9461 

■札幌営業所 〒060-0062  北海道札幌市中央区南 2条西 9-1-2 サンケン札幌ビル 6F 

TEL: (011)804-7170   FAX: (011)804-7171 

■仙台営業所 〒980-0013 宮城県仙台市青葉区花京院 1-1-5 タカノボル第 25ビル 4F 

TEL: (022)217-2888   FAX: (022)206-5222 

■首都圏営業所 〒140-0002 東京都品川区東品川 2-2-24 天王洲セントラルタワー3F 

TEL: (03)6712-9471   FAX: (03)6712-9461 

■名古屋営業所 〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内 3-21-25 清風ビル 2F 

TEL: (052)687-2225   FAX: (052)687-2226 

■大阪営業所 〒532-0011 大阪府大阪市淀川区西中島 7-1-29 新大阪 SONEビル 5F 

TEL: (06)6838-3077   FAX: (06)4806-7056 

■広島営業所 〒732-0828 広島県広島市南区京橋町 1-7 アスティ広島京橋ビルディング 2F 

TEL: (082)236-6077   FAX: (082)236-6078 

■福岡営業所 〒812-0011 福岡県福岡市博多区博多駅前 3-10-12 J-MAXビル 6F 

TEL: (092)483-1603   FAX: (092)483-1604 

■沖縄営業所 〒903-0804 沖縄県那覇市首里石嶺町 4-99-1 まるしんビル 1F 

TEL: (098)886-1715   FAX: (098)886-1725 
 

http://www.chieru.co.jp 


